
 

 

 

 

 

 

A-Lab Exhibition Vol.26 

「fの冒険 〜7 人のアーティストによる平面表現の魅力〜」を開催します！ 

 

１ 趣旨 

この度、あまらぶアートラボ 「A-Lab」(えーらぼ) では、「fの冒険 〜7人のアーティ

ストによる平面表現の魅力〜」展を開催します。 

 本展は平面というフィールドで、現在の新しい表現を発表し続けている若手作家に焦

点をあてたグループ展です。子どもの頃から多くの人が体験している「絵を描く」こと。

最も基本的な美術表現のひとつといえるかもしれません。今回紹介する 7 人の作家はテ

ーマも技法も素材も様々な方法で描いています。描くこととはなにか、表現することとは

なにかということを“絵画”という概念にとどまらないものとして楽しんでいただけれ

ばと思っています。  

「fの冒険」の「f」に、flatな媒体を通じた、figure、freedom、fine、find、feel、

fact、fun、future、fantasy、friendlyなど様々な f の要素を発見し、平面の多彩な表

現を感じてください。また、新型コロナウイルス感染症の感染防止策として、別紙１のと

おり対策を行い展覧会を開催します。ご理解・ご協力の程よろしくお願いいたします。 

 

２ 概要 

会 期：令和 2年 12月 19日㈯から令和 3年 2月 7日㈰ 

会 場：あまらぶアートラボ「A-Lab」（尼崎市西長洲町２-33-１） 入場料：無料 

時 間：（平日）午前 11時～午後７時（土・日・祝）午前 10時～午後６時   

※休館日：火曜日・12月 30日・12月 31日 

  出展者：大八木夏生、國久真有、鈴木恵美、住吉明子、牧田愛、本山ゆかり 

薬師川千晴  

問合せ：尼崎市文化振興担当（土日除く午前８時 45分から午後５時 30 分） 

       電話 06-6489-6385  FAX 06-6489-6793 

  主 催：尼崎市   

協 力：ベイ・コミュニケーションズ、TEZUKAYAMA GALLERY、The Third Gallery Aya、 

Yutaka Kikutake Gallery 

 

 

令和 2年 11 月 11日 

所 属 文化振興担当 

所属長 松長 昌男 

電 話 06-6489-6385 



 

３ 関連イベント 

 ⑴ トークイベント 

令和３年 1 月 16 日㈯午後 3 時〜5 時、 伊丹市立美術館の学芸員 藤巻和恵さんをゲス

トに迎え、出展作家とのトークイベントを開催します。申込必要。定員 15名。 

※申込方法：12月５日㈯より A-Labのメールで受付。 

下記メールアドレスまで氏名・年齢・電話番号・人数を明記ください。  

amalove.a.lab@gmail.com 

 

⑵ ライブ・ドローイング 

 会期中、 國久真有さんが会場でライブ・ドローイングを行います。日程は A-Labのホ

ームページ、フェイスブックなどでお知らせします。 

 

４ 作家略歴 

別紙２参照                                

以 上 
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別紙１ 

 

あまらぶアートラボ（A-Lab）における新型コロナウイルス感染症拡大防止策 

 

【来場者へのお願い】 

来場者へのお願いとして以下の内容を掲示します。 

・咳エチケット、マスク着用、手洗い・手指の消毒をお願いします。 

・咳・咽頭痛などの症状や 37.5度以上の熱がある方、帰国後２週間以内の方の入場はご

遠慮ください。 

・エレベーターの使用は移動に制約のある方のみ使用していただくようお願いします。 

・場内では間隔を広げてご鑑賞ください。 

・鑑賞中に大きな声での会話はご遠慮ください。 

・基本的に作品にはお手を触れないでください。直接手で触れることができる展示物は設

置している手袋の着用をお願いします。 

・資料、図書を閲覧する際は手袋の着用をお願いします。 

・ご来場の際に、ご連絡先などをお伺いさせていただきます。 

・サーモグラフィーを設置するとともに、来館者に対して検温を実施させていただく場合

があります。また、一定値以上の発熱がある場合は入場をお断りする場合があります。 

・スタッフはマスクを着用して対応させていただきます。 

・基本的に荷物のお預かりができません。大きなお荷物はスタッフにご相談ください。 

 

【接触・飛沫感染防止対策】 

（入口） 

１ 入口に消毒液を設置します。 

（受付） 

２ 受付で兵庫県新型コロナウイルス追跡システムに登録できるようにする他、 

  来場者の連絡先を記載してもらう用紙を設置し、感染が確認された際に連絡を取れる

ようにします。 

３ 場内では間隔を広げてご覧いただくようお声掛けするとともに、フロアマーカーを設

置します。 

４ 配布物は手渡しで配布せず据置き方式とします。 

５ 受付に飛沫感染防止のためシールドを設置します。 

６ サーモグラフィーを設置して来場者の体温を確認するとともに、必要に応じて来場者

の検温するため、非接触型の温度計を設置します。 

（ロビー等） 

７ 配布するチラシは見本を掲示し、希望者に個別にお渡しします。 

８ 連絡先の記載やアンケート記入に使用した鉛筆はお持ち帰りいただきます。 

９ ポートフォリオ、図書コーナーの本の閲覧時に使用する使い捨ての手袋を設置します。 

（展示室） 

10 直接手で触れることができる展示物を鑑賞するための使い捨ての手袋を設置します。 

11 展示室内は常時換気していますが、可能な限り展示室のドアや窓を開けて換気をしま

す。展示上、ドア、窓を開ける事ができない部屋は 30分に一回程度、展示室の換気

を行います。 



（その他） 

12 手すり、トアノブ、エレベーターのボタン、テーブルなどを適宜殺菌消毒します。 

13 トイレの洗面に使い捨てぺーパーを設置します。 

 

【スタッフの健康管理】 

１ 毎日スタッフの検温を行います。 

２ スタッフはマスクを着用し、手洗い・手指の消毒を徹底して実施します。 

３ 来場者への資料の配布、荷物の対応等の場合、手袋を着用します。 
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